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ルギー1019GeVまで抵抗なしに考えるようになった｡ GUTが持ち込む新 しい概念 と宇宙の方で要求 さ
れている現象の リストは表 3のようであり,お互いに関連づける多くの研究がされている｡ GUTによる
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ともかく運動量pが a~1で減少 し,あるところで nonrelativisticな速度になるo yの質量はまだよく
分っていないが1eV以上なら,宇宙の平均質量密度では核子のそれよりL/のそれの方が勝ってくる｡核子
数密度は-10-7cm-3だがyは一種類で110血~3もあり,7nv/7nN<<1でも勝ってくるわけである.
以下,そういうリの質量が優越 している宇宙を考える｡ nonrelativisticになった γは重力にゆらぎが
あればそれに把えられて凝集 しはじめる｡その大きさはnon-relaになる時刻 tnrでの地平線の大 きさよ
り少し小さい程度となる｡そしてこれを現在の時点に引き延ばしたのが大きさ(平均間隔 )となる｡それ
は次のように与えられる.(3)より
mv～ tnr-" ∴ r- tnr謡 - tn肯 - lo
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